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	スライド番号 1
	 ��COP26 グラスゴー気候合意(Glasgow Climate Pact)�(1)1.5度�世界の気温上昇を1.5℃未満に押さえるための削減強化。2030年に温室効果ガスの45%削減（2010年比）, 今世紀半ばまでにネットゼロ。�→ 気候危機（Climate Crisis)・科学（IPCC第6次評価報告書）と政治の融合・各国の2030年削減目標(NDC; Nationally Determined Contributions)の見直し(2025年に提出）�(2)脱化石（石炭）�石炭のフェーズアウトの加速ー先進国は2030年までに廃止/途上国は2040年までに廃止（段階的廃止）・電力の脱炭素化�→ 再生可能エネルギー・イノベーション　 �(3)パリ協定のルールブック完成�市場メカニズム。CO2排出枠「クレジット」ー２国間クレジット制度・国連主導型取引�→ カーボンプライシングの導入�(４)資金援助�先進国が発展途上国への支援資金を提供する。2024年までに新しい目標を作る。�(５)地球温暖化へ適応と被害救済（損失と被害；Loss and Damage) �温暖化の悪影響への適応能力を向上させる。グローバル適応目標を 検討。�*（6) 若者育成�→ グローカル人材育成�*(7) パートナーシップ�政府と非政府（産業・学界・市民）アクターのパートナーシップ/若者・女性・地方自治体�*(8) 気候危機と健康被害�→ WHO (温暖化による死者；年間約25万人予想/大気汚染による死者；年間約70０万人予想）��
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	ウィズ・アフター・ポストコロナ時代を生きる〜ニューノーマル社会� （１）　ウィズ・アフター・ポストコロナ時代に向けてパラダイム・シフト�①　グローバルとローカルとの融合（グローカル）�→　グローバル化かローカルか　から　グローバル　と　ローカルへ�→　産業の国際的分業化　から　国内産業　へ　シフト�②　都市と地域創生�→　都市か地域か　から　都市　と　地域の共生�→　テレーワーク、オンライン　普及による職場と住居の概念変化�③　持続可能な社会（サステイナブル社会）へSDGs�→　経済か環境か　から　経済　と　環境　と　社会へ調和�（２）　三重の強みをさらに強く、弱みを補うレジリエンス（しなやかな）イノベーション�① 豊かな自然（山—川—里—海）　�→ 日本一の内湾（伊勢湾）�②　四日市公害克服の教訓　�→ 経済と環境の調和、持続可能な社会（SDGs）のトップランナー�→ 過去の負の遺産を未来の正の資産へ、共通価値の創造（CSV）�③　産業（イノベーション）�→ 伝統技術、先端技術の拠点�④　ダイバーシテー社会（多様な文化）�→ 日本の心のふるさと（伊勢神宮、熊野三山）�→ 東西文化の十字路�（３）　国連持続可能な開発目標(SDGs; ピンチをチャンスに変えるツール）→ 三重県地球温暖化防止活動推進センター�①　脱炭素社会・カーボンニュートラル社会中部創生ー科学的・経済的イノベーション�②  グローカル人財育成�③  情報発信

